
理科学習指導案 

 

学 級 ： １年２組  ３６人 

場 所 ： 第 １ 理 科 室 

指導者 ： 教諭 佐々木 和也 

 

１ 単元名 「第３章 力の世界」（単元３ 身のまわりの現象） 

 

２ 単元の目標 

 ⑴ ばねばかりやつる巻きばね，輪ゴムなどを用いて，物体に力を働かせる観察，実験を行い，物体に力

が働くとその物体が変形したり動き始めたり，運動のようすが変わったりすることや，力は大きさと向

きによって表されること，物体に働く２力のつり合う条件を理解できるとともに，それらの観察，実験

などに関する技能を身に付ける。                       〔知識及び技能〕 

 ⑵ 力について問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，力の働きの規則性や関係性を見

いだして表現できる。                      〔思考力，判断力，表現力等〕 

 ⑶ 力の働きに関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

            「学びに向かう力，人間性等」 

 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 力の働きに関する事物・現象

を日常生活と関係付けながら，

力の働きについての基本的な

概念や原理・法則などを理解し

ている。 

② 科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な

技能を身に付けている。 

① 力の働きについて，問題を見

いだし見通しをもって観察，実

験などを行い，力の働きの規則

性や関係性を見いだして表現

している。 

② 探究の過程を振り返るなど，

科学的に探究している。 

① 力の働きに関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

４ 指導と評価の計画 

次 
時

間 
学習活動 

必

要

性 

自

律

性 

関

係

性 

有

用

性 

評価規準・評価方法等 

１ １ 

・ 学びたいことをリフレクシ

ョンシートに記入し，共有す

る。 

・ 身のまわりの事象を通して，

力のはたらきをまとめる。 

◎  ○  〔主体的に学習に取り組む態度〕① 

リフレクションシート 

・ これまでに学んだことや生活体験を基

に自分の考えを，リフレクションシート

に書いている。 

〔思考・判断・表現〕① 

ワークシート，観察 

・ 身近な力がはたらいている場面を思い

出し，その力がどのような力であるかを

運動のようすから，力のはたらきについ

て考え，表現しようとしている。 

 



１ 

２ 

・ ２つの物体の間にはたらく

さまざまな力についてまとめ

る。 

○   ○ 〔主体的に学習に取り組む態度〕① 

リフレクションシート，観察 

・ 身のまわりの物体にはたらく事象から，

はなれてはたらく力やふれあってはたら

く力などの力の種類の分類について考え

ようとしている。 

 

３ 

・ ばねにはたらく力とばねの

のびの関係について問題を見

いだし，課題を設定し，調べ方

を考え，表現する。 

・ 力の大きさとばねののびに

ついて調べる実験を行う。 

◎ ○   〔思考・判断・表現〕①ワークシート，観察 

・ ばねがかりの観察から，ばねにはたらく

力とばねののびの関係について問題を見

いだす。 

・ 実験結果から，力の大きさとばねののび

の変化に規則性があることを見いだし，

説明できる。 

 

４ 

・ 実験の測定値をグラフに表

し，ばねを引く力の大きさと

ばねののびは比例することを

理解する。  

 

 ◎ ◎  〔知識・技能〕②ワークシート，観察 

・ 測定した値をグラフ化し，ばねの特徴を

グラフから読み取ることができる。 

５ 

・ 重さと質量のちがいを理解

する。 

・ 物体にはたらく力を，矢印を

使って表すことができる。 

○  ◎  〔知識・技能〕①ノート 

・ 物体にはたらく力を矢印で表すことを

理解し，いろいろな力を矢印で表すこと

ができる。 

 

６ 

 

本 

時 

・ つり合いの状態にある物体

から，つり合う２力に自ら実

験計画を立て，検証する。 

○ ◎ ◎  〔思考・判断・表現〕① 

ワークシート，観察 

・ 身のまわりで，物体に２つ以上の力がは

たらいているのに，動かない事象を考え

ることができる。 

・ ２力のつり合う条件を調べる実験を計

画・実践し，その結果から２力がつり合う

条件を見いだすことができる。 

 

７ 

・ つり合いの状態にある物体

から，つり合う２力について

説明する。 

・ 身のまわりのつり合ってい

る事象を説明する。 

・ この章で学んだことをリフ

レクションシートに記入し，

学習の振り返りをする。 

 

○  ○ ◎ 〔主体的に学習に取り組む態度〕① 

リフレクションシート，観察 

・ この章で学んだことをもとに自分の考

えを，リフレクションシートに書いてい

る。 

 

５ 本時の実際 

 ⑴ 学習目標 

  ○ ２力のつり合う条件を調べる実験を計画，実践し，その結果から２力がつり合う条件を見いだし，

まとめることができる。                    〔思考力，判断力，表現力等〕 

○ 自分の考えを別の生徒に伝えるとともに，互いに考えを練り合い，自分の考えを深めようとしてい

る。                             「学びに向かう力，人間性等」 

 

 



 ⑵ 研究の取組 

 ア 既習事項の提示【教科論２⑴②】 

・ 既習事項を想起しやすくするために，既習事項カードを使って，既習事項を可視化する。 

 イ 観察，実験オリエンテーションの時間の設定【教科論２⑴③】 

・ 観察，実験方法を考える時間を設定し，同じ実験方法を企画した生徒同士で探究する活動に取り

組む。 

・ 効果的な実験グループを作るときに，Google Jamboardを活用する。 

ウ 観察，実験をまとめるときの根拠の記入【教科論２⑴③，⑵②】 

・ 実験グループで行った実験結果を振り返り，根拠を示して練り合い，考えをまとめる。 

 

 ⑶ 展開 

過

程 

時

間 

形

態 
学習活動 教師の手立て 「自律性」が示す十個の姿 
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１ 前時の学習を振り返る 

・ ばねののびの大きさ

や力の３つの要素など，

前時までの振り返りを

行う。 

 

 

 

 

 

 

２ 体験から疑問を見いだ

す。 

・ ゴルフボールを空中

で動かなくする方法を

考える。 

① ２本の棒を用いる。 

② 紐のついたボール

を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒一人一人が提示す

る自然事象に既習事項を

適用できるよう，ホワイト

ボードに既習事項カード

を提示する。【研究の取組

(ア)】 

 

 

 

 

 

○ 力の向きを左右で表す

など，視点を与えること

で，２力がつり合うための

条件を想起しやすくする。 

○ 生徒一人一人が自分の

考えを広げたり深めたり

できるよう，他の生徒対話

する時間を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は「発見する」 

・ ゴルフボールを持

ち上げるには，同じ

力で反対の方向に押

し合わないとだめだ

よね。だから，声かけ

が必要だったんだ

ね。 

・ ボールの紐も同じ

力で反対の方向に引

っ張ったら，動かな

くなるよね。 

１つの物体にはたらく２力のつり合いの条件は何だろうか 
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班 

 

４ ２力がつり合う条件の

仮説を立てる。 

・ 既習事項を使って，つ

り合う条件を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実験を計画する。 

・ 力の大きさが等しい

ことを検証するための

実験を自分で考え，計画

する。 

・ 自分の課題を検証する

ために必要な実験方法

を考え，結果の予想まで

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・ Google Jamboardを活

用し，同じ実験を計画し

た実験グループを作成

する。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 実験グループに分かれ，

方法を練り合い，実験を行

う。 

・ お互いの考えを確認

し，実験方法を確立す

る。 

・ 必要に応じて，修正や

追加をしながら実験を

行う。 

 

○ 見通しをもった実験方

法を考えるために，そのよ

うに考えた理由（根拠）を

書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 課題解決に適切な道筋

が模索できるよう，考える

内容を焦点化させる。 

 

○ 生徒が自ら見通しをも

って実験を計画するため

に，今までの授業で使用し

た実験道具や生徒が理解

しやすいよう教師が準備

した道具を実験で使うよ

う指示をする。 

 

 

 

 

○ 生徒一人一人が考えた

実験を行わせることがで

きるよう，実験内容でグル

ープを編成する。【研究の

取組(イ)】 

＜テキストの色＞ 

押しばねばかりの実験：赤 

ばねばかり実験：黄 

ばね実験：緑 

その他：白 

 

○ 実験結果が予想通りに

ならなかった場合，どのよ

うな根拠を基に予想を立

て，実験方法を考えたか，

振り返りながら，実験方法

の修正を行わせる。 

 

私は「振り返る」 

・ 前時に学習した力 

の３つの要素を使う

と，力が表せるよね。 

私は「考案する」 

・ 力の向きは押した

り，引いたりする方

向と表現できるけれ

ど，力の大きさは同

じということをどう

すればいえるのか

な。 

 

私は「計画する」 

・ 押しばねばかりを

押し付けて物を持ち

上げれば，力の大き

さがはかれるよね。 

・ ばねばかりを使っ

て，穴の空いた画用

紙のひもを引っ張

り，まっすぐになっ

たら，引っ張る力の

大きさがはかれるよ

ね。 

・ 前時のばねののび

は力の大きさを表し

ていた。ばねを活用

できるよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は「計画する」 

・ 何か他の方法がな

いか，考え試してみ

ようかな。 

 



 

 

６

分 

 

班 

 

７ 実験の結果を共有する。 

・ 実験グループで結果

を共有し，根拠をまとめ

る。 

 

 

 

○ ロイロノートを使って，

グループの実験結果を画

像や動画で共有させ，根拠

を示しながら意見交換さ

せる。【研究の取組(ウ)】 
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の 

 

解 

 

決 
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個 

 

 

 

 

 

個 

 

８ 結果から，２力がつり合

う条件を見いだす。 

・ 元の班に戻り，結果か

ら考察したことを班で

練り合い，確認してロイ

ロノートを用いて発表

する。 

 

９ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

10 身のまわりのつり合っ

ている事象について説明

する。 

 

 

○ 生徒一人一人にまとめ

を書かせることで，今回の

授業で何を学んだしっか

りと自覚させ，次の学習に

つなげられるようにする。 

 

私は「振り返る」 

・ 根拠をもって課題

をまとめることがで

きた。 

 

 

２力がつり合う条件は， 

 ①力の向きが逆向き ②（ばねばかりの）力の大きさが等しい。  

③２力が一直線上にある。 


